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記入事項

1.「工種名」は、掘削(基準高(V))、フルーム(厚さ(T))、橋台工（中心線のズレ(e）)等と記入する。
2.「番号」の欄は施工順位を記入し、「測点」の欄は当該測点番号を記入する。
3.「月日」の欄は測定年月日を記入する。
4. 設定値との差の単位を定め、目盛りに数値を記入する。
5. Fを算出する|A|値は、E＞0の場合は+側の値を、E≦0の場合は－側の値を用いる。また、|A|値が+側か－側の片方、若しくは両方にない場合は、その符号側はF=|E|とする。
測定箇所図
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工　種　名　　　　　　　　　　　測　定　者　　　　　　　　　

工　事　名　　　　　　　　　　　請負会社名　　　　　　　　　

　　　　　出来形管理図表 


